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船舶事故調査報告書 

 

                               平成２３年７月１４日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  山 本 哲 也 

                           委   員  石 川 敏 行 

                           委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成２２年７月１８日（日） １３時００分ごろ 

発生場所 沖縄県宜野湾
ぎ の わ ん

市宜野湾港西方のリーフ 

 宜野湾港北防波堤灯台から真方位２５５°１.５海里付近 

（概位 北緯２６°１６.４′ 東経１２７°４１.９′） 

事故調査の経過  平成２２年７月２２日、本事故の調査を担当する主管調査官（那覇事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

ダイビング船 ＢＡＤ
バ ッ ド

 ＢＯＹ
ボ ー イ

、１３トン 

 ２９０－３５９７２沖縄、個人所有 

 １４.６０ｍ（Lr）×３.４１ｍ×１.７６ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、２５０.０７kＷ、平成２年１月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ３０歳 

 二級小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 平成２１年７月１７日 

  免許証交付日 平成２１年７月１７日 

         （平成２６年７月１６日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 舵頭材、推進器翼及び推進器軸に曲損 

 事故の経過 

 

本船は、船長及び甲板員１人が乗り組み、ダイビング客９人を乗せ、係

留地である宜野湾港内のマリーナへ向けて航行中、那覇港 倭
やまと

口北西方付

近で大雨に遭ったことから、船長が、荒天避航のために那覇港一文字防波

堤に向けて右転し、やがて雨がやんだので、同防波堤の東端付近で牧港第

２号灯浮標に向けて左転して北東進した。 

船長は、ダイビング客が船酔いしていたので、リーフから１００ｍぐら

いの沖をリーフ沿いに航行すれば波が静かだと思い、リーフの白波に向け

て再度右転して東進したが、左舷側にリーフが見えてリーフ上を航行して

いることに気付き、速力を落として約２ノットの惰力で航行中、平成２２

年７月１８日１３時００分ごろ、宜野湾港西方のリーフに乗り揚げた。 

船長は、船舶所有者に連絡し、ダイビング客は僚船に救助され、乗組員

は船固め等を行ったのち救助された。本船は、２１日僚船により引き下ろ

されて、係留地に陸揚げされた。 

 気象・海象 

 

気象：天気 曇り、風向 北、風力 ４、視程 約２０㎞ 

海象：波向 北、潮汐 下げ潮の初期 
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波浪注意報が発表されていた。 

 その他の事項 本船は、午前及び午後の２回運航し、航行範囲は慶
け

伊
い

瀬
せ

島（チービシ）

までであった。 

本船の喫水は、本事故当時、船首約０.８ｍ、船尾約１.５ｍであった。 

本船は、操舵室にＧＰＳプロッターを装備していたが、本事故当時、使

用していなかった。 

船長は、リーフ沿いを航行した経験はあまりなかった。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

なし 

本船は、宜野湾港西方沖を航行中、船長が、リ

ーフ沿いを航行しようとし、リーフの白波に向け

て航行した際、リーフの境目に気付かずに航行し

たことから、リーフに進入して乗り揚げたものと

考えられる。 

原因 本事故は、本船が、宜野湾港西方沖を航行中、船長が、リーフ沿いを航

行しようとし、リーフの白波に向けて航行した際、リーフの境目に気付か

ずに航行したため、リーフに進入して乗り揚げたことにより発生したもの

と考えられる。 

 




